
令和7年度
授業力向上推進プロジェクト



ねらい

・ICT機能を活用し主体的に学習に取り組む環境づくりの
研究

・授業アンケートの実態を把握し、次の授業でのフィード
バックにつなげる。

→主体性（考える力）を鍛えるため、発言者以外の生徒が自
ら考える環境を作る

→その場での授業評価を生徒自身に行うことにより、お互い
の理解度を把握する



授業実践内容

科目：機械工作

対称クラス：機械工学科群 1年K2組（28名）

単元：プラスチックの生成

使用教材：タブレット、MetaMoJi、教科書、ノート

単元計画：3時間中の1時間目



授業実践内容 導入

・生徒タブレットの配布及び立ち上げ

・身の回りの道具で素材の違いについて考えさせる

スプーンの写真（素材違い）



授業実践内容 展開

・授業の内容もMetaMoJiで掲示し、ノートを書く所
とMetaMoJiに直接記入する所の指示を明確にして授
業を展開していく

ロジンの
写真



授業実践内容 展開

・プラスチックが工業のどのような所で使われてい
るか実物の写真を見て説明し、また安全性について
動画を使用して理解する。

加工練習写真



授業実践内容 展開

・プラスチックの欠点について個人で考え、その後
グループで欠点を解決できるようにグループディス
カッションを行う。

個別

グループ5



授業実践内容 まとめ

・今回の授業内容をその場でアンケート方式で確認
し、生徒と教員の理解度の認識を統一する。

生徒側視点 教員側視点



授業実践内容 展開

・また、ルーブリック方式で回答させることにより
後ほど評価がしやすい。

生徒名

先生名



授業実践内容 授業での工夫点

・色弱者のことも考えPowerPointを作成した。

→大切なことは赤でなく水色、初授業の際にクラスに色と文字の大きさ
を確認して授業を重なっている。

・後ほどノートを書く、復習できるようにMetaMoJiを使用した。

→欠席者やテスト前で復習しやすいように心掛けた。また、普段表に
出たがらない生徒のアイディアを拾いやすいように使用した。

・今回初めてアンケート機能を使用し、自分の授業が生徒にとって良いか

を確認した。

→授業アンケートは学校でも行っているが、いつの授業のことなのか等
わかりにくいこともあったので今回の機能でその都度確認できると思った。



評価方法
A B C

知識・技術 ・プラスチックの種類を理解し、
使用面と加工面両方の考え方が
できる。

・プラスチックの種類・区
別ができている。

・板書を行うことができて
いる。

思考・判断・表現 ・授業内容を理解し、欠点に対
する解決策などを提案すること
ができる。

・プラスチックの利点、欠
点について自分の意見を書
くことができる。

・メタモジに自分の意見を
書くことができない。

主体的に学習に取り
組む態度

本時は評価しない 本時は評価しない 本時は評価しない



成果

・MetaMoJiを使用してのノートを書くところとメタモジに記入する所を

明確にすることにより、スムーズに授業を行えた。【教員】

・ MetaMoJiのアンケート機能を利用したことにより生徒の現状の理解度、

知識の遅れをリアルタイムで確認することができた。【教員】

・グループでの意見交換を行うことで自ら考えつかなかった発見に気づけ

る。（生徒）

・アンケートをルーブリックに近い形にすることで評価の際に見直して

評価がつけやすい【教員】



今後の課題

・MetaMoJiを使用する上での決まり事など定着させるのに少し時間が

かかる。

・アンケート機能など使用した際にバージョン違いによって機能しなく

なるものがある。（事前準備が今以上に必要になる可能性がある）

・意見を書くことはできるが話すことができないとグループディス

カッションにならない（筆談で終わってしまう）。

・タブレットを使用するので授業中他ごとをしてしまう生徒がいる。

・タブレット及びMetaMoJiの機能に慣れていないと時間だけが過ぎてし

まう（生徒も職員も）。
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